
１．研究の目的

　近代以降都市の急速な開発がたびたび行われ、古都

京都の都市風景が大きく変貌した。それは京都に限っ

た問題ではなく、日本各地に残された伝統や歴史的都

市をどのように捉え、継承すべきかの議論を呼んでい

る。
１
それでは、近代以前はどのように伝統を認識し、

伝搬されてきたのであろうか。

　この問題を考察するにあたって、近代以前に出現し

た京都を模倣する都市を研究対象として取り上げる。

具体的には、院政期開発地区（白河・鳥羽・法住寺）、

平泉、鎌倉、小京都、江戸、札幌である。古代以来京

都は理想・伝統都市として捉えられ度々都市の模倣が

なされた。その模倣のプロセスから歴史・伝統の伝搬

過程やそれらに対する認識を抽出することで、現代に

おける伝統的都市を捉えなおすことができると考えた

からである。また、長期間持続する京都模倣観念に対

して各模倣都市を短期間の事象として位置づけること

で浮かび上がる構図を示すこともひとつの目的である。
２
ここでは全ての事例は扱わず、院政期新都市開発・平

泉・江戸町人地における京都模倣の特質を見ていく。

２．模倣都市の事例紹介

事例１：院政期開発地区（白河・鳥羽・法住寺）

　院政期新都市開発地区の地割には、条坊制地割と同

じ寸法の区画を敷くなど平安京を模倣した様子が窺え

る。
３
鳥羽・法住寺殿の御所は、寝殿造を基調とした建

築様式によって造営されている。
４
（図１）しかし寝殿

造は、主に平安京内の貴族邸宅に使用されていた建築

様式である。
５
平安京内の御所といえば内裏である。

６

（図２）それではなぜ内裏が模倣されなかったのであ

ろうか。平安京内における内裏の位置づけを検証して

いく。

　内裏はその巨大な規模ゆえその維持管理が非常に困

難であり、度々火災によって焼亡することがあった。
７

そのため天皇は他所へ住まいを移すことになる。その

時仮御所として利用するのが里内裏であり、主に貴族

の邸宅を使用していたとされている。
８
しかし内裏の火

災が頻繁に起きるようになると、里内裏に住まうのが

日常化し、内裏はハレの儀式を行う空間に変わってい

くのであった。
９
院政期頃には、天皇の日常空間が里内

裏で、非日常空間が内裏といった反転が起きていたと

されている。
１０
つまり院政期の平安京内における住ま

うための御所が里内裏（寝殿造）であり、儀式のため

の御所が内裏であったため、御所が寝殿造によって造

営されたと考えられる。

事例２：平泉

　平泉は、巨大な宗教施設造営時に京都のそれを模倣

したとされている。
１１
だが桓武天皇の南都（平城京）

仏教を排除する政策により、平安京内には当初東寺・

西寺しか存在しなかった。
１２
しかし平泉の寺院はそれ

らを模倣した様子が窺えないのである。それでは、平

泉の寺院は京都のどの寺院を模倣したのであろうか。

　藤島亥治郎は、伽藍配置や庭園構成から平泉を代表

する毛越寺は京都の法勝寺を模倣した寺院であるとし

ている。
１３
（図３，４）法勝寺とは、院政期に造営さ

れた白河の中心的寺院である。
１４

つまり平泉で模倣された京都の都市要素は平安京外に

造営された寺院であった。さらに白河の法勝寺を含む

六勝寺の造営目的は、摂関政治に対抗した政治的モニ

ュメントとしてである。
１５
すなわち仏教勢力排除を目

的に当初平安京内には、東寺・西寺のみしか存在しな

かった。だが院政期になると摂関政治に対抗しようと

南都寺院を復古させるようにした六勝寺が造営される。

平泉では、六勝寺の代表的寺院である法勝寺が理想都

市京都のモニュメントとして模倣対象になっているの

である。

事例３：江戸町人地

　江戸町人地は、京都の町割を模倣したとされている。
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１６
だがそれは古代平安京造営当初ではなく中世京都の

それを模倣したようである。
１７
それでは中世京都の町

割成立過程を見ていく。

　中世京都町割成立には、大きく２パターンある。一

つ目は、古代平安京の四行八門制の宅地割からの変容

である。四行八門制は平安京内の庶民に分け与えられ

た宅地割パターンである。
１８
律令国家の勢力が弱体化

しだすと、四行八門制の宅地割に従わない住居が現れ

るようになる。つまり条坊地割を基本としながらも、

間口を道に向けた住居の出現である。そうすると次第

に同一区画同士の宅地よりも道を挟んで向かい合わせ

る宅地同士の結びつきが強くなり、中世京都の町割パ

ターンの両側町が形成される。
１９
（図５）

　もう一つは、平安京条坊地割の一区画を占める境内

と道の境界線付近を不法占拠する人々によって形成さ

れるパターンである。境内周囲に張り巡らされている

築地塀に対して寄添うように住居が構えられ、境内を

所有している貴族や寺院の権力が衰弱していくことに

より、いつしか築地塀内部にまで住居が侵食するよう

になるのであった。
２０
またそれとは逆に築地塀の外部

に向けて敷地を広げる巷所も発生した。（図６）すると

当初条坊制によって設定されていた「大路」・「小路」

の階層構造は失われ、都市空間が単調な格子状の町割

に変容するのである。
２１
そして区画周囲に町屋が発生

することにより、ここでも道を挟んで向かい合う宅地

同士で両側町が形成されるのであった。

　江戸の町割を見ると、京間６０間四方の正方形区画

周囲に町屋を配し、道を挟んだ町家同士で両側町を形

成している。
２２
（図７，８）区画中央部には会所と呼

ばれる空地が設定され、中世京都のような境内が配さ

れることはほとんどなかった。
２３
というのも江戸の都

市全体は身分によって明確に住まうエリアが決定され

るため
２４
、区画中央部に境内が配置されることは相応

しくなかったからと考えられる。

　すなわち江戸では条坊制を崩していくことで発生し

た町割パターンを近世の身分差別的文脈によって模倣

していたのである。

 

３．模倣都市と京都

京都を模倣した都市３事例を見た結果、常に変容して

いく京都が理想・伝統都市としてとらえられ、模倣さ

れることが明らかとなった。またここで紹介しなかっ

た事例についても同様の結果が得られた。なぜこのよ

うなことがおきるのであろうか。次に模倣都市全体の

特徴および都市認識作業について考察していくことと

する。（図９
２５
）

□京都模倣都市と京都

模倣都市に共通して言えることは、都市再開発手法と

して利用されるのではなく新都市開発時に登場する。

そして京都を模倣した都市は、継続的に現れることな

く断続的に登場している。さらに京都を模倣した都市

が登場する時期は、おおよそ政治的変革期であること

に気づく。すなわち政治的変革期に、京都が疎外化ま

たは、京都が何らかの外発的影響を被ると、それらの

バランスをとろうとする内発的作用として京都模倣都

市を捉えることができる。
２６
ある種の「京都的なもの」

の登場である。
２７
つまり京都模倣都市は、危機に瀕す

る京都における集団的記憶の回復であった。
２８

□アーカイブ（記憶装置）としての京都

京都が強く意識・想起される時に、京都模倣都市が登

場することを確認した。次に京都に対する記憶回復の

作業を見ていく。

都市は人間の時間的スケールをはるかに越えている。
２９
そのため都市なるものが常に記憶の貯蔵庫として用

いられる。
３０
つまり建築や都市が記憶を助ける手段と

して働くのであり、記憶しようとする事物や出来事を

視覚的な事物のイメージに対応させながら語られ、記

憶されるのである。
３１
それは想起の作業を容易にする

ためである。
３２
すなわち京都（都市）の記憶は常に人々

の頭の中に保持されているのではなく、想起されると

きに初めて取り戻されるのである。そのためこれまで

の事例で見てきたように変容していく京都が伝統・理

想都市として想起されるのであった。

□新しい京都

京都を理想・伝統的都市として想起される時、時制は

無視される。
３３
なぜならば想起のプロセスは、出来事

を始めに体験したときの時間継起、視点に沿って想起

することではなく、同じ出来事、同じ事物を異なる視

点、異なる時間継起を辿って新しく想起するからであ

る。
３４
（想起を始める位置は想起主体の歴史的背景が

大きく左右することも上であげた事例から明らかであ

る。）そのため現前する事物どうしが想起されるたびに
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新しい連合関係を形成し、各事物に関して新しい時間

軸が設定され、その事物がかつてどのような存在であ

ったのかは忘却される。
３５
事象の連鎖（シークエンス）

はあらゆる方向に向かって生成し、そのつど伝統や歴

史は新たな時間軸を精製するのである。
３６
この時歴史

の継承と断絶は同時に起こる。

京都模倣都市から京都認識の変容を見た結果言えるこ

とは、政治的変革期に強く京都が意識・想起され、そ

の時都市的事物間にその都度固有な関係が織りなされ

るとともに、ある種の都市史的記憶、個人的・集合的

記憶を背後に新しい京都が作り上げられてゆくのであ

った。

４．結論

　京都模倣都市を見てきた結果言えることは、都市変

容が繰り返し起こっている一瞬間の京都が各時代に理

想・伝統都市として捉えられてきたのである。そのよ

うな京都の象徴性は、各時代の京都模倣主体によって

見いだされ、決して伝統や歴史が絶対的・不変的に存

在するのではなく、各時代を生きる人々によって事後

的に更新されることが明らかとなった。そして模倣都

市は、京都が強く想起される時に登場し、過去の継承

と断絶が同時に起こる都市・歴史認識の大きな飛躍を

伴う瞬間でもあった。
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平岡定海「六勝寺の成立について」『日本寺院史の

研究』吉川弘文館　１９８１年、竹内理三『律令制と

貴族政権』お茶の水書房　１９５８年、清水擴『平安

時代仏教建築史の研究』中央公論美術出版　１９９２

年
１６
玉井哲雄『江戸　失われた都市空間を読む』　平凡

社　１９８６年、内藤昌『江戸と江戸城』　鹿島出版

会　１９６７年
１７
玉井哲雄『江戸　失われた都市空間を読む』　平凡

社　１９８６年、内藤昌『江戸と江戸城』　鹿島出版

会　１９６７年
１８
高橋康雄・吉田伸之・宮本雅明・伊藤毅編『図集日

本都市史』東京大学出版界　１９９３年、玉置豊次郎

『日本都市成立史　都市建設資料集成』理工学社　１

９７４年、内藤昌『日本　町の風景学』草思社　２０

０１年、林屋辰三郎編『京都の歴史１　平安の新京』

京都市　学芸書林　１９７０年、財団法人古代学協会・

古代学研究所編『平安京提要』角川書店　１９９４年
１９
秋山國三･中村研『京都「町」の研究』　法政大学

出版局　１９７５年、高橋康雄・吉田伸之・宮本雅明・

伊藤毅編『図集日本都市史』東京大学出版界　１９９

３年、高橋康夫『京都中世都市史研究』思文閣出版　１

９８３年
２０
高橋康夫『京都中世都市史研究』思文閣出版　１９

８３年、五味文彦「絵巻の中の都市　鎌倉・京」、高橋

敏子「京中巷所　公から私の空間へ」『朝日百科日本の

歴史別冊　歴史をよみなおす７　中世の館と都市ミク

ロの空間から』朝日新聞社　１９９４年、「都市はたた

る」都市連鎖研究体「先行形態論ノート」中谷礼仁「史

的結物論」清水重敦以上「都市はたたる」都市連鎖研

究体『10+1』no32 INAX出版　２００３年
２１
伊藤毅『都市の空間史』吉川弘文館　２００３年

２２ 玉井哲雄『江戸　失われた都市空間を読む』　平

凡社　１９８６年、内藤昌『江戸と江戸城』　鹿島出

版会　１９６７年、玉井哲雄「近世都市と町家」永原

慶二ほか編『講座・日本技術の社会史第７巻　建築』

日本評論社　１９８３年、玉井哲雄「江戸の町家･京の

町屋」『列島の文化史１』日本エディタースクール出版

部　１９８４年、玉井哲雄「近世前期江戸町復原図の

作成過程およびその問題点」『国立民俗博物館研究報

告』２３集　１９８９年
２３
一部を除きほとんどが空地であったとされている。

玉井哲雄「近世都市と町家」永原慶二ほか編『講座・

日本技術の社会史第７巻　建築』日本評論社　１９８

３年
２４
高橋康雄・吉田伸之・宮本雅明・伊藤毅編『図集日

本都市史』東京大学出版界　１９９３年、都市史図集

編集委員会編『都市史図集』彰国社　１９９９年

                                                                                              
２５ 法政大学陣内研究室　東京のまち研究会『東京　郊
外の地域学~日常的な風景から歴史を読む~』１９９

９年
２６ ベネディクト・アンダーソン『想像の共同体—ナ

ショナリズムの起源と流行』白石さや・白石隆訳　NTT

出版　１９９７年、岡崎乾二郎・中谷礼仁「建築の解

體新書 4 テニヲハと納まり」『１０＋１　No.17』INAX

出版　１９９９年
２７ 磯崎新『建築における「日本的なもの」』新潮社　２

００３年、『中谷礼仁『国学・明治・建築家』一季出
版　１９９３年
２８
カール・マルクス『ルイ・ボナパルトのブリュメー

ル一八日』植村邦彦訳　太田出版　１９９６年、ベネ

ディクト・アンダーソン『想像の共同体—ナショナリ
ズムの起源と流行』白石さや・白石隆訳　NTT出版
２９ 「都市は連鎖する」中谷「意図されない過去へ」

清水重敦以上『都市は連鎖する』都市連鎖研究会

『10+1』no30 INAX 出版　２００３年、「都市はたた

る」都市連鎖研究体「先行形態論ノート」中谷礼仁「史

的結物論」清水重敦以上「都市はたたる」都市連鎖研

究体『10+1』no32 INAX 出版　２００３年、アルド・

ロッシ『都市の建築』大島哲蔵・福田晴虔訳　大龍堂

書店　１９９１年
３０
フランセス・A・イエイツ『記憶術』玉泉八州男監

訳　水声社　１９９３年、アルド・ロッシ『都市の建

築』大島哲蔵・福田晴虔訳　大龍堂書店　１９９１年、

多木浩二『生きられた家　経験と象徴』岩波書店　２

００１年
３１
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年、フランセス・A・イエイツ『記憶術』玉
泉八州男監訳　水声社　１９９３年、田中純『１０＋

１series　都市表象分析１』INAX出版　２０００年
３２
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年、フランセス・A・イエイツ『記憶術』玉
泉八州男監訳　水声社　１９９３年
３３
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年
３４
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年
３５
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年、清水重敦「史的結物論」都市連鎖研究体

「都市はたたる」都市連鎖研究体『10+1』no32 INAX
出版　２００３年
３６
岡崎乾二郎『ルネッサンス　経験の条件』筑摩書房 　

２００１年、George Kubler『The shape of time』Yale

university １９６２年、アンリ・フォション『形の生

命』杉本秀太郎訳　岩波書店　１９６９年


